
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1学期が今日で終わり、明日から夏休みです。２２日より面談期間になりますが、そこで１１月の現場実習 

の希望先をお聞きします。希望を基に、夏休みに企業や福祉事業所に連絡を取り、実習をお願いする 

予定です。改めて、１１月の現場実習（2年生 11/7～18、1年生は 11/7～１１）までの流れについて簡単に 

お知らせします。 

 

 

 ① 実習希望先確認・・面談を通じて、第３希望までの希望先(業種や具体的な企業名)を聞きます。 

 

 ② 進路担当が、希望先を集約し、企業等に実習依頼 

・・・企業側で受入れを検討する時間がかかる場合があります。 

  ③ 現場実習先決定・・・・９月下旬までにはお伝えできればと考えております。 

              

  ④ 「実習先決定通知」、「実習参加願」をお渡しします。 

・・・・「実習参加願」への記入後、学校へご提出ください。 

  ⑤ 担任(担当)が、実習先へ事前打合せ日時の調整連絡を入れます。 

                ・・・・実習先の御都合を優先します。 

  ⑥ 事前打合せの実施 （実習中の仕事内容、勤務時間、持ち物、服装、交通経路、注意事項の確認） 

    ※10月下旬から 11月にかけて 

・・・・保護者の御都合が合わない場合は、担任(担当)と生徒で実施。 

             事前面接も兼ねていますので、打合せを終えて実習を断られることも 

             あるので、服装、態度、言葉づかいに関しては意識してください。 

  ⑦ 現場実習の実施・・・・担任(担当)が 1回(2年生は 2回)巡回指導で実習先を訪問します。 

    ※初日には、進路担当か学年教員が挨拶に伺います。生徒は一人で出勤します。 

    ※2日目以降に、担任(担当)が日程を調整し、巡回指導を行います。 

  ⑧ 反省会(振り返り)の実施（実習を終えて、よかったこと、難しかったこと、今後の課題など 

を実習先担当者と確認を行います。） 

     ・・・・保護者の方の御参加をお願いします。（日時は事前打合せ時に調整） 

  ※最終日の勤務時間終了後になることが多いですが、実習先の都合などで、別の日時に 

なる場合もあります。 

  ⑨ 学年ごとに、実習報告会、お礼状の作成・送付を行います。  個々の課題を把握し、次回の 

                          実習で改善していきましょう 
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細菌検査を忘れずに・・ 
先日、職業教育・デュアルシステムにおける細菌検査のお知らせを、該当者へ配付しました。 

再確認いたします。対象の生徒は、職業での「食品加工班」（後半）、デュアルシステムでの 

「かしのき保育園」（前半２回目、後半１回目）、「エスビースパイス工業株式会社」（後半）の 

生徒になります。 ※該当の生徒には連絡通知等を既にお渡していますので、御確認下さい。 

 検体提出日は、9月 1日(木)になりますので、8月末から 9月 1日の朝に 

かけての採取をお願いします。 氏名などの記入もれのないようお願いいたします。 

※１１月の現場実習において、細菌検査が必要な場合には、別途御連絡いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    障害者を雇用した企業側が、地域の障害者職業センターに要請し、障害者の職場適応 

に向けて以下のような支援を行なう専門職。職場適応援助者とも言います。 

障害者に対して … 職場の従業員の方との関わり方や、効率の良い作業の進め方 

などのアドバイスをします。 

事業主に対して … 本人が力を発揮しやすい作業の提案や、障害特性を踏まえた 

仕事の教え方などのアドバイスをします。 

      

また、ジョブコーチには 3種類の形態があります。 

① 配置型 各地域の障害者職業センターに所属するジョブコーチが、企業に出向き 

支援を行います 

② 訪問型 就労支援を行っている社会福祉法人等に所属するジョブコーチが、 

企業に出向き支援を行います 

③ 企業在籍型 該当の企業の従業員がジョブコーチ養成研修を受けて、そこで 

雇用する障害者の支援を行います 

 

        （参考：独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 パンフレットより） 

 

             ジョブコーチの利用が必要かどうかは、企業雇用後に、企業側と、 

障害者本人が登録している就労支援センターや、本人・保護者とで 

十分検討してから支援要請を行うことになります。 

 

             参考） 松伏分校のデュアルシステムにおける実習での、 

担当教員はジョブコーチ的な立場として、生徒を引率しています。 

 

 

 

 

 

 

その１９ 

『ジョブコーチ』 ｊｏｂ ｃｏａｃｈ 


